
11月

26日
、
県
本
部
は
８

単
組
９
人
が
参
加
し
て
「
県

市
町
振
興
課
」
へ
要
請
。
県

側
は
担
当
課
長
ら
９
人
が
対

応
。
●
市
町
振
興
課
回
答
、

□
自
治
労
連
（
や
り
と
り
一

部
抜
粋
、
文
責
：
県
本
部
）

①
採
用
者
の
学
歴
・
社
会
人

経
験
を
適
切
に
評
価
し
た
初

任
給
設
定
を
。
●
初
任
給
は

各
自
治
体
の
規
則
で
定
め
ら

れ
て
お
り
、
実
施
す
る
試
験

は
ど
の
よ
う
な
人
材
を
必
要

と
す
る
か
、
国
家
公
務
員
制

度
を
基
本
と
し
、
民
間
と
の

均
衡
を
考
慮
し
て
決
定
。
□

一
部
自
治
体
で
は
上
級
採
用

を
設
定
せ
ず
初
級
採
用
の
み

の
募
集
で
、
大
卒
者
も
初
級

採
用
に
応
募
せ
ざ
る
を
え
ず
、

学
歴
加
算
が
国
基
準
よ
り
抑

制
さ
れ
て
い
る
。
大
卒
の
人

材
を
求
め
る
な
ら
上
級
採
用

を
設
定
す
る
よ
う
助
言
を
。

②
職
員
の
勤
務
時
間
は
定
時

退
庁
を
原
則
に
計
画
的
な
職

員
採
用
を
行
う
こ
と
。
●
各

市
町
の
定
員
管
理
計
画
に
も

と
づ
き
職
員
数
の
合
理
化
を

図
る
。
近
年
、
一
般
職
を
中

心
に
職
員
定
数
を
増
加
の
地

方
公
共
団
体
も
あ
る
。

③
マ
ス
ク
や
消
毒
液
な
ど
の

職
員
の
自
己
調
達
の
状
況
を

早
急
に
改
善
す
る
こ
と
。
●

衛
生
用
品
な
ど
の
備
品
は
各

自
治
体
の
備
蓄
を
有
効
活
用

す
る
よ
う
伝
え
て
い
る
。
医

療
職
場
な
ど
へ
優
先
配
布
し

在
庫
の
原
状
回
復
な
ど
は
基

金
制
度
活
用
も
伝
え
て
い
る
。

□
感
染
リ
ス
ク
に
対
す
る
緊

張
感
が
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
て

お
り
職
員
感
染
も
想
定
し
た

対
応
策
を
求
め
た
い
。

④
労
働
時
間
設
定
は
、
勤
務

す
る
「
職
」
と
し
て
必
要
な

時
間
と
す
る
こ
と
。
●
労
働

時
間
の
設
定
は
業
務
の
量
に

応
じ
た
時
間
設
定
の
必
要
が

あ
り
、
単
に
財
政
上
の
制
約

の
み
を
理
由
に
短
時
間
の
勤

務
時
間
設
定
は
法
の
趣
旨
に

そ
ぐ
わ
な
い
。
パ
ー
ト
会
計

年
度
任
用
職
員
が
慢
性
的
に

時
間
外
労
働
し
て
い
る
場
合

な
ど
は
、
適
切
な
任
用
を
助

言
す
る
。
□
保
育
園
で
の
パ
ー

ト
任
用
だ
と
園
児
に
対
応
す

る
保
育
士
が
１
日
に
何
度
も

変
わ
る
。
こ
う
し
た
状
況
が

適
切
な
時
間
設
定
と
言
え
る

か
疑
問
が
残
る
。

⑤
常
勤
的
非
常
勤
の
退
職
手

当
は
勤
務
期
間
を
通
算
し
た

退
職
手
当
支
給
を
。
●
退
職

手
当
は
、
各
市
町
の
条
例
に

で
定
め
運
用
さ
れ
て
い
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
ス

タ
ー
ト
後
も
条
例
上
の
変
更

は
な
い
。
支
給
要
件
を
満
た

せ
ば
該
当
す
る
勤
務
期
間
は

通
算
さ
れ
る
。
各
市
町
の
適

切
な
判
断
で
運
用
と
理
解
。

□
市
町
総
合
事
務
組
合
の
条

例
で
は
「
支
給
対
象
」
と
な
っ

て
い
て
も
自
治
体
独
自
の
判

断
で
退
職
手
当
を
請
求
し
な

い
事
例
が
あ
る
。

⑥
期
末
手
当
支
給
要
件
は
総

務
省
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
示
す
基

準
と
す
る
こ
と
。
●
期
末
手

当
の
支
給
要
件
は
職
務
給
原

則
・
常
勤
職
員
と
の
均
衡
を

考
慮
し
て
決
定
さ
れ
る
。
会

計
年
度
職
員
の
取
扱
い
は
、

人
事
院
勧
告
な
ど
、

11月
６

日
に
は
総
務
副
大
臣
通
知
を

発
出
し
、
市
町
の
判
断
で
適

切
な
決
定
を
求
め
て
い
る
。

11月

28日
、
自
治
労
連
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
「
定
期
総
会
」

に

58

人
が
参
加
。
午
前
は

《
事
前
会
議
》
を
開
催
し
、

①
青
年
部
総
会

14人
、
②
女

性
部
総
会
８
人
、
③
現
業
評

総
会
８
人
、
④
町
村
評
総
会

７
人
、
⑤
医
療
介
護
交
流
会

６
人
、
⑥
保
育
交
流
会
４
人
、

⑦
組
織
強
化
拡
大
交
流
会

12

人
に
分
か
れ
て
交
流
。

■
午
後
の
《
労
働
学
校
》
で

は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
も

と
め
ら
れ
る
自
治
体
、
公
務

公
共
労
働
者
の
役
割
と
は
」

の
テ
ー
マ
で
、
佐
賀
達
也
さ

ん
（
自
治
労
連
中
央
執
行
委

員
）
が
講
演
。
名
古
屋
水
道

で
働
く
自
治
体
労
働
者
と
し

て
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
と
な
っ
た
「
東
海
豪
雨

災
害
」
の
対
応
や
「
東
日
本

大
震
災
」
の
災
害
派
遣
で
得

た
教
訓
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
と
い
う

災
害
に
苦
し
む
地
域
や
そ
こ

に
暮
ら
す
住
民
の
た
め
に
今

こ
そ
公
務
公
共
労
働
者
の
力

を
発
揮
し
よ
う
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

■
続
く
《
定
期
総
会
》
で
は

筒
井
議
長
が
「
新
型
コ
ロ
ナ

禍
は
こ
の
間
の
世
界
の
流
れ

で
あ
っ
た
『
新
自
由
主
義
』

で
は
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
、
国
民
・

住
民
・
労
働
者
本
位
の
政
策

へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い

る
」
な
ど
あ
い
さ
つ
。
経
過

と
決
算
報
告
、
方
針
と
予
算

の
提
案
を
受
け
討
論
。
青
年
・

女
性
・
現
業
・
町
村
・
保
育
・

医
療
介
護
の
事
前
会
議
の
報

告
、
各
県
・
単
組
の
活
動
、

ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
要
望
な
ど
９

人
が
発
言
。
総
会
は
、
報
告
・

提
案
を
全
体
の
拍
手
で
承
認

し
、
筒
井
議
長
は
じ
め
新
役

員
を
選
出
し
ま
し
た
。

11月

29日
、
前
日
の
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
定
期
総
会
に
続
い

て
「
自
治
労
連
共
済
実
務
研

修
会
」
を
ブ
ロ
ッ
ク
主
催
と

し
て
初
め
て
開
催
。
四
国

4

県
と
共
済
本
部
か
ら

15単
組

24人
が
参
加
。
午
前
は
久
保

智
さ
ん
（
四
国
ろ
う
き
ん
高

知
支
店
）
か
ら
「
現
役
世
代

か
ら
準
備
し
て
お
く
マ
ネ
ー

プ
ラ
ン
」
と
題
し
て
講
演
。

続
い
て
清
水
一
成
さ
ん
（
自

治
労
連
共
済
副
理
事
長
）
か

ら
「
自
治
労
連
共
済
を
生
か

し
た
拡
大
運
動
」
に
つ
い
て

基
調
報
告
。
自
然
災
害
の
頻

発
で
の
民
間
損
保
の
保
険
料

値
上
げ
の
動
き
や
共
済
活
動

の
到
達
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、

次
期
拡
大
運
動
で
「
春
の
新

採
加
入
に
向
け
た
拡
大
促
進

措
置
と
し
て
新
共
済
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
予
定
。
単
組
の
強
化

拡
大
に
位
置
づ
け
大
い
に
活

用
を
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

午
後
は
、
「
共
済
実
践
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
、

組
合
員
か
ら
自
治
労
連
共
済

の
相
談
を
想
定
し
た
各
種
申

込
用
紙
の
記
載
方
法
を
学
び

ま
し
た
。
参
加
者
は
２
人
１

組
の
ペ
ア
と
な
り
出
題
事
例

に
基
づ
い
て
相
談
し
な
が
ら

実
際
の
申
請
用
紙
に
記
入
。

出
題
は
組
合
事
務
所
で
の
や

り
取
り
を
寸
劇
で
実
演
。
書

類
記
載
が
終
わ
る
と
設
問
ご

と
に
打
越
さ
ん
（
共
済
本
部

書
記
）
が
解
答
と
一
緒
に

「
共
済
の
て
び
き
」
を
参
照

し
な
が
ら
解
説
し
ま
し
た
。

（１） 第５２７号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２０年 １２月２０日

第 ５２７ 号

日 程

【12月】

18 県公務員共闘定期総会

19 自治労連第33回組織集会

20 県本部女性部定期大会

県本部保育部会幹事会

25 県本部現業評県要請

【１月】

８ 県本部拡大執行委員会・

単組代表者会議

愛媛労連春闘スタート集

会

12 新春宣伝行動

13 久万高原町職執行委員会

21 伊予市職労執行委員会

宇和島市職連会議

22 自治労連全国代表者会議

30 愛媛労連中央委員会

【２月】

６ 非正規公共労働者全国交

流集会（web）

13 県本部2021中央委員会

（県本部）

15 愛媛労連春闘キャラバン

（～3/5）

■11月16日、愛媛県人事委員会は、県議会議長・県知事に対して「報告」を行いました。

※「給与報告」のポイント（抜粋）

（１）官民較差… △0.01％・△30円（民間給与359,714円、県職員給与359,744円）

（２）改定方針… 民間給与との差は30円（0.01％）であり、両者はほぼ均衡している。本年の較

差の状況、人事院による給与報告、他の都道府県の状況等を踏まえ、県人事委

員会は、本年の県職員の給与について、本県における公民較差が極めて小さい

ことから、月例給（給料表及び諸手当）の改定は行わないことが適当と判断。

■県職員も国同様に若年層の人数が増加したこと等により、昨年に比べ平均給与月額は減少。

□県職員と民間企業との初任給比較 ※県職員初任給は県内民間企業初任給平均を下回っており、その格差が拡大している。

〔県人事委員会データ〕県職員と民間企業との初任給比較（上段Ｈ31年４月現在、下段Ｒ２年４月現在）

【大 卒】民 間195,686円・県職員188,136円（較差7,550円）【高 卒】民 間160,411円・県職員153,765円（較差 6,646円）

【大 卒】民 間198,719円・県職員189,643円（較差9,076円）【高 卒】民 間167,975円・県職員155,674円（較差12,301円）



今
治
水
道
労
組
は

11月

20

日
、
定
期
大
会
を
開
催
し

23

人
（
来
賓
含
む
）
が
参
加
。

活
動
経
過
で
は
、
今
年
度
の

改
善
事
項
と
し
て
「
災
害
応

急
作
業
手
当
」
「
用
地
交
渉

手
当
」
の
新
設
や
引
き
続
き

時
間
外
勤
務
す
る
場
合
の

17

時
15分

開
始
を
確
認
。
活
動

方
針
で
は
、
①
市
民
に
喜
ば

れ
、
安
心
さ
れ
る
水
道
事
業
、

②
職
場
の
声
を
集
め
職
場
に

返
す
要
求
活
動
、
③
み
ん
な

が
加
入
し
支
え
る
組
合
を
め

ざ
す
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
全

員
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
西
坂
委
員

長
以
下

13人
の
執
行
部
が
承

認
さ
れ
、
新
た
な
１
年
の
活

動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
は
、
恒
例
の
懇

親
会
を
「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
」
を
活
用
し
て
実
施
し
ま

し
た
。

津
島
吉
田
病
院
局
労
組
は

11月

13日
、
定
期
大
会
を
開

催
。
例
年
の
全
組
合
員
参
加

対
象
方
式
か
ら
、
密
を
避
け

る
た
め
委
任
状
と
職
場
代
表

者
に
よ
る
参
加
へ
と
変
更
し

20人
が
参
加
。
経
過
報
告
に

続
く
方
針
提
案
で
は
石
村
書

記
長
か
ら
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

拡
充
や
衛
生
用
品
確
保
、
医

療
従
事
者
へ
の
危
険
手
当
の

改
善
な
ど
、
冬
場
に
向
け
て

感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

職
員
目
線
で
の
不
安
解
消
と

労
働
条
件
改
善
に
と
り
く
み

た
い
」
と
提
起
。
参
加
者
全

員
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
役
員
選
挙
の
報
告
で
岩

藤
委
員
長
の
再
選
が
確
認
さ

れ
、
岩
藤
委
員
長
は
「
コ
ロ

ナ
禍
で
医
療
職
場
は
大
変
な

状
況
が
続
く
が
、
大
変
な
時

こ
そ
職
場
課
題
も
あ
る
は
ず

で
、
要
求
・
交
渉
が
大
切
だ

と
思
う
。
職
場
の
声
に
耳
を

傾
け
組
織
拡
大
を
見
据
え
た

活
動
を
続
け
て
い
く
」
と
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

西
条
市
職
労
は

11月

12日

賃
金
学
習
会
を
開
催
し

11人

が
参
加
。
講
師
に
高
橋
靖
さ

ん
（
新
居
浜
市
職
労
元
委
員

長
）
を
招
い
て
「
賃
金
の
基

本
原
則
」
「
給
与
明
細
の
見

方
」
な
ど
を
学
習
。
高
橋
さ

ん
は
「
公
務
員
の
給
与
は
条

例
主
義
で
決
ま
っ
て
お
り
、

誰
で
も
わ
か
る
も
の
」
と
説

明
。
ま
た
「
職
員
の
給
与
は

生
計
費
原
則
が
第
一
、
『
生

活
で
き
る
賃
金
を
』
と
い
う

要
求
に
自
信
を
も
っ
て
主
張

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し

た
。
組
合
と
し
て
実
態
を
把

握
し
、
西
条
と
新
居
浜
と
の

昇
給
昇
格
の
取
り
扱
い
の
違

い
、
給
料
表
月
額
水
準
・
年

収
比
較
で
の
差
な
ど
も
説
明
。

賃
金
改
善
、
組
合
要
求
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

医
療
介
護
評
は

12月
５
日
、

総
会
後
初
の
幹
事
会
を
６
単

組
７
人
の
参
加
で
開
催
。
総

会
以
降
の
活
動
報
告
に
続
い

て
、
単
組
の
と
り
く
み
で
は
、

２
交
代
勤
務
試
行
な
ど
の
状

況
と
課
題
、
職
場
で
の
マ
ス

ク
の
支
給
状
況
、
感
染
防
止

対
策
で
の
面
会
制
限
継
続
と

対
応
の
困
難
、
外
来
患
者
へ

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
事
例
の
発
生

な
ど
に
つ
い
て
交
流
し
ま
し

た
。
ま
た
、
会
計
年
度
職
員

に
つ
い
て
「
元
々
一
時
金
を

支
給
す
る
代
わ
り
に
月
例
給

を
引
き
下
げ
て
い
て
今
年
の

人
勧
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
改
定

の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
」
な

ど
の
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

感
染
防
止
対
策
な
ど
で
組
合

活
動
が
十
分
で
き
ず
、
来
年

度
の
新
規
採
用
職
員
の
組
合

加
入
に
つ
い
て
「
今
年
度
よ

り
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
早

め
に
対
応
し
た
い
」
な
ど
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

本
部
医
療
部
会
の
山
本
幹
事

か
ら
「
看
護
師
対
象
ア
ン
ケ
ー

ト
」
へ
の
協
力
な
ど
の
提
案
、

「
代
休
・
振
休
の
違
い
」
に

つ
い
て
の
学
習
会
の
要
望
も

出
さ
れ
ま
し
た
。

伊
予
市
職
労
は

11月

12日

「
長
時
間
労
働
調
査
」
を
実

施
。
１
回
目
は

18時
時
点
で

の
時
間
外
調
査
を
開
始
。
役

員

15人
が
手
分
け
し
て
各
フ

ロ
ア
ー
を
回
り
、
管
理
職
を

含
め
残
業
中
職
員
を
確
認
し

な
が
ら
、
残
っ
て
い
る
職
員

に
「
ア
ン
ケ
ー
ト
」
と
お
菓

子
を
手
渡
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
２
回
目

21時
時
点
の
調

査
で
は
、
組
合
役
員
の
訪
問

の
気
配
を
察
し
て
か
、
あ
る

役
員
の
担
当
フ
ロ
ア
は
全
職

員
が
退
庁
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
役
員
か
ら
は
「
１
回
目

の
時
点
で
、
お
菓
子
を
渡
す

と
皆
さ
ん
の
和
や
か
な
笑
顔

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

普
段
は
な
か
な
か
関
わ
る
こ

と
の
な
い
職
員
の
方
へ
声
か

け
が
で
き
、
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

11月

14日
、
愛
媛
労
連
は

「
み
か
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

を
よ
び
か
け
、

17人
が
参
加

し
ま
し
た
。
２
年
前
の
西
日

本
豪
雨
災
害
で
被
災
し
た
宇

和
島
市
吉
田
町
へ
の
災
害
支

援
の
一
環
と
し
て
、
愛
媛
労

連
で
バ
ス
を
貸
し
切
り
、
３

つ
の
班
に
分
か
れ
て
農
家
さ

ん
の
み
か
ん
畑
で
収
穫
作
業

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
、
県
外
か
ら
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
も

難
し
い
状
況
も
、
こ
の
日
は

約
１
０
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
来
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
み
か
ん
山
へ
行
く
途

中
の
農
道
は
雨
で
路
肩
が
崩

れ
た
所
も
ま
だ
あ
り
、
復
興

が
間
に
あ
っ
て
い
な
い
と
実

感
、
参
加
し
て
ま
だ
ま
だ
み

か
ん
収
穫
に
人
手
が
必
要
と

あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

■
愛
媛
で
も
連
日
の
コ
ロ
ナ

感
染
者
。
今
年
は
息
子
の
高

校
受
験
で
、
無
事
に
入
試
が

行
わ
れ
る
の
か
不
安
で
す
が
、

家
族
み
ん
な
で
受
験
を
乗
り

切
り
た
い
で
す
！

（
伊
予
・
上
本
）

■
毎
日
コ
ロ
ナ
の
ニ
ュ
ー
ス

で
憂
鬱
で
す
。
職
場
が
高
齢

者
の
利
用
者
施
設
な
の
で
緊

張
し
な
が
ら
仕
事
し
て
い
ま

す
。
早
く
収
束
を
願
い
ま
す
。

（
新
居
浜
社
協
・
久
保
田
）

■
コ
ロ
ナ
一
色
の
２
０
２
０

年
も
あ
と
少
し
…
。
少
し
で

も
明
る
い
新
年
と
な
る
よ
う
、

初
詣
へ
出
か
け
よ
う
と
思
い

ま
す
。
た
だ
し
、
分
散
し
て
。

（
今
治
・
白
石
）

■
今
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

旅
行
も
外
食
も
控
え
た
は
ず

な
の
に
、
な
ぜ
か
お
金
は
一

向
に
貯
ま
っ
て
な
い
。
ど
こ

に
消
え
て
る
の
か
。
謎
で
す
。

（
新
居
浜
・
前
田
）

■
５
２
５
号
の
パ
ズ
ル
の
回

答
は
「
あ
お
り
う
ん
て
ん
」

で
し
た
が
、
先
日
自
分
も
煽

り
運
転
の
現
場
を
目
撃
し
ま

し
た
。
被
害
の
無
い
場
所
で

の
目
撃
だ
っ
た
の
で
、
大
丈

夫
だ
っ
た
の
で
す
が
、
自
分

が
被
害
を
受
け
る
立
場
だ
っ

た
ら
と
考
え
る
と
煽
り
運
転

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の

だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

（
愛
南
・
猪
野
）

■
長
か
っ
た
一
人
暮
ら
し
を

卒
業
し
最
近
二
人
暮
ら
し
を

始
め
ま
し
た
。
段
ボ
ー
ル
だ

ら
け
で
２
人
と
も
バ
タ
バ
タ

な
毎
日
で
す
が
良
い
新
年
を

迎
え
る
た
め
に
コ
ロ
ナ
禍
の

自
粛
を
活
用
・
協
力
し
て
新

生
活
を
楽
し
め
た
ら
い
い
な

と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
…
。

（
西
予
・
山
下
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５２７号

２０２０年 １２月２０日

■
５
２
５
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ア
オ
リ
ウ
ン
テ
ン
」

（
煽
り
運
転
）
で
し
た
。
正

解
は

10通
で
し
た
。
正
解
者

の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

向
井
裕
子
（
伊

予
）

久
保
田
敬
子
(
新
居
浜
社
協
)

篠
原
紀
代
（
伊

予
）

越
智
紀
幸
（
今
治
一
般
）

岡
本
文
英
（
伊

予
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
１
月

27日
【
発

表
】
５
２
９
号
（
２
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①よく中年男性が口にする冗談、しゃれ

④「アメーバブログ」の略称

⑦つけこむ。○○○○隙を与えない

⑧役に立つ。有用。社会に○○○○人材

⑨のこぎりの一種。うすくて細い刃が特徴

【タテのカギ】

①祖母の呼び方の一つ

②実物と同じ大きさ。原寸大

③その手は桑名の○○はまぐり

⑤写真や記念の品などを入れて身につける

金属製の小さい容器

⑥金箱。利益をもたらす人や商品。

「○○○○スター」

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で
、

い
ま
や
社
会
現
象
に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


